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ライセンスの適用による米国およびカナダでの 4,900～
4,990 MHz周波数のサポート

UIWリリース 17.16.1以降、Cisco Catalyst IW9167E、IW9165D、および IW9165E APには、カ
ナダ（-A）および米国（-B）のドメイン向けに、URWBモードでの 4.9GHz周波数帯域の追加
サポートが導入されています。

-Aおよび -Bドメインの 4.9 GHz周波数帯域で動作する場合、デバイスは 5 MHzのチャネル間
隔で 10 MHzおよび 20 MHzのチャネル帯域幅を使用します。

4.9 GHzの周波数帯域は無線スロット 1とスロット 2の両方で使用できますが、デフォルトで
は無効になっています。

-Aおよび -Bドメインは、4.9 GHzでの動作時に IEEE 802.11axのレートをサポートしません。（注）
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表 1 : 10 MHzおよび 20 MHzチャネル帯域幅でサポートされる 4.9 GHz周波数帯域

チャネル帯域幅（20 MHz）チャネル帯域幅（10 MHz）チャネル

該当なし4,94511

該当なし4,98519

4,9504,95020

4,9554,95521

4960496022

4965496523

4,9704,97024

4,9754,97525

4980498026

4,900～ 4,990 MHz周波数帯域の有効化
IW Serviceは、4.9 GHz周波数帯域の有効化設定を APに送信します。

APで 4.9 GHz周波数帯域を有効にするには、次の作業を実行します。

手順

IWServiceのクラウドマネージドまたはオフラインの展開モードを使用して、4.9GHz周波数帯域の有効化
を設定します。

IW Serviceから 4.9 GHz帯域を有効にする設定方法の詳細については、「Introduction to Industrial Wireless」
を参照してください。
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https://developer.cisco.com/docs/iotod/none-industrial-wireless-overview-introduction/#introduction-to-industrial-wireless


CLIによる動作チャネルの設定

UIWリリース 17.15.1以降、Cisco Catalyst IW9167E、IW9165D、および IW9165E APは、-Qド
メイン（日本）の URWBモードで 4.9 Ghz周波数帯域をサポートします。

4.9Ghz周波数帯域で動作する場合、デバイスは 20MHzのチャンネル帯域幅のみをサポートし
ます。

-Qドメインは、4.9 GHzでの動作時に 802.11axのレートをサポートします。

（注）

表 2 : 4.9 GHzバンドでサポートされるチャンネルと周波数

周波数（MHz）チャネル

4920184

4940188

4960192

4980196

動作チャンネルを設定するには、次に示すコマンドを使用します。

手順

ステップ 1 ワイヤレスデバイスの無線インターフェイス番号 <1または 2>を設定します。
Device# configure dot11Radio <interface>

ステップ 2 動作チャンネル IDを設定します。
Device# configure dot11Radio [1|2] channel <1 to 256>

ステップ 3 特権 EXECモードに戻ります。
Device(configure dot11Radio [1|2] channel <1 to 256>)# end

CLIによるチャネル帯域幅の設定
1. 無線インターフェイス番号 <1または 2>でワイヤレスデバイスを設定します。

Device#configure dot11Radio <interface>

2. チャンネル帯域幅をMHzで設定します。
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•無線機 1は、20、40、80 MHzの帯域幅をサポートします。

•無線機 2は、20、40、80、160 MHzの帯域幅をサポートします。

Device#configure dot11Radio [1|2] band-width [20|40|80|160]

3. 特権 EXECモードに戻ります。
Device (configure dot11Radio [1|2] band-width [20|40|80|160])#end

CLIによる動作チャネルと帯域幅の検証
無線チャンネルと帯域幅を検証するには、次の showコマンドを使用します。
Device# show dot11Radio <interface> config

例：

Device# show dot11Radio 1 config
Interface : enabled
Mode : fluidmax secondary
Frequency : 5180 MHz
Channel : 36
Channel width : 40 MHz

Device# show dot11Radio 2 config
Interface : enabled
Mode : fluidity
Frequency : 5785 MHz
Channel : 157
Channel width : 40 MHz

GUIによる無線チャネルと帯域幅の設定
GUIを使って無線チャンネルと帯域幅を設定するには、動作チャンネル ID、無線機モード
（Fluidityまたは固定インフラストラクチャ）、無線周波数の範囲と帯域幅を設定します。

次の画像は、無線チャンネルと帯域幅の設定を示しています。
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次の画像は、無線チャンネルと帯域幅の設定のステータスと、各ワイヤレスインターフェイス

に固有の情報を示しています。

無線チャネルと帯域幅の設定と検証

5

無線チャネルと帯域幅の設定と検証

GUIによる無線チャネルと帯域幅の設定



VLAN設定の設定
アクセスポイントのデフォルトの VLAN設定パラメータは次のとおりです。

デフォルト値パラメータ

1Management VLAN ID（MVID）

1Native VLAN ID（NVID）

アクセスポイントをローカルワイヤレスネットワークの一部である VLANに接続するには、
次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ADVANCED SETTINGS]で、[vlan settings]をクリックします。

[VLAN SETTINGS]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [EnableVLANs]チェックボックスをオンにして、アクセスポイントをローカルワイヤレスネットワークの
一部である VLANに接続します。

ステップ 3 [Management VLAN ID]フィールドに、管理 VLANの識別番号を入力します。VLAN設定とパケット管理
の詳細については、「パケット管理の規則」を参照してください。

（注）

同じメッシュネットワークの一部であるすべてのアクセスポイントで、同じ [Management VLAN ID]を使
用する必要があります。

ステップ 4 [Native VLAN ID]フィールドに、ネイティブ VLANの識別番号を入力します。
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ステップ 5 [Save]をクリックします。

パケット管理の規則

トラフィック管理

着信データパケットは、次のパラメータ値に基づいて分類されます。

スマートモードのアクセスポイントにおける着信パケットのアクセスポートルール管理

ネイティブ VLANがオンの場合、パケットは
許可される（NVIDでタグ付け）

ネイティブ VLANがオフの場合、パケットは
破棄される

タグなしパケット

パケットは元のタグ付きで許可されるタグ付きパケット（すべての VID、チェック
なし）

スマートモードのアクセスポイントにおける発信パケットのアクセスポートルール管理

MVIDでタグ付けされたパケットアクセスポイントからのパケット（例：IW
Serviceインターフェイス）

MVIDでタグ付けされたパケットシグナリングトラフィック

パケットは許可される（タグ付き）有効な VID（1～ 4094）でタグ付けされてい
るが、NVIDのタグなし

パケットは許可される（タグなし）null VID（0）または NVIDのタグ付き

CiscoVICSFP+インターフェイスを介して送信されるパケットは、常にVLANヘッダーでタグ
付けされます。このインターフェイスが送信する発信パケットは、VLAN IDタグが 0の IEEE
802.1pヘッダー付きのタグなしに分類されます。

（注）

GUIを使用した Fluidityの設定
GUIを使って Fluidityモードを設定するには、以下のシナリオに従います。

1. [GENERAL SETTINGS]で、[wireless radio]をクリックします。

[WIRELESS RADIO]ウィンドウが表示されます。
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2. 無線機モードには、[Role]ドロップダウンリストから [Fluidity]を選択します。

無線機のロールで [Fluidity]を選択したら、[Fluidity]設定に移動します。Fluidityに移動するに
は、次の手順を実行します。

1. [ADVACED SETTINGS]で、[Fluidity]をクリックします。

[FLUIDITY]ウィンドウが表示されます。

2. [Fluidity Settings]で、ドロップダウンリストから [Unit Role]を選択します。デバイスロー
ルを次のいずれかのモードにします。

• Infrastructure

• Infrastructure (wireless relay)

• Vehicle

•車両 IDは、同じ車両にインストールされているすべてのモバイルデバイス間で一意であ
る必要があります。

•異なる車両にインストールされているデバイスが異なる車両 IDを使用する必要がある場
合。

（注）

3. モバイルユニットの車両 IDを自動設定するには、[Automatic Vehicle ID]チェックボックス
をオンにします。
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次のFluidity設定では、ワイヤレスインターフェイスのデバイスロールがインフラストラクチャ
モードに設定されています。
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次の画像は、ロールが [Vehicle]の場合、両方の無線を [Fluidity]に設定する必要があることを
示しています。一方のワイヤレスインターフェイスが固定モードに設定され、もう一方が

[Fluidity]モードに設定されている場合、ユニットロールに [Vehicle]は選択できません。
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CLIを使用した Fluidityの設定
Fluidityを有効にするには、次の CLIコマンドを使用します。

少なくとも 1つの無線インターフェイスを Fluidityモードにする必要があります。（注）

Device# configure dot11Radio <interface> mode fluidity

無線機 1の Fluidityを有効にする場合の例：
configure dot11Radio 1 mode fluidity

目的の Fluidityロールが車両の場合、両方の無線機を Fluidityモードにする必要があります。
configure dot11Radio 1 mode fluidity
configure dot11Radio 2 mode fluidity

CLIを使用した Fluidityロールの設定
Fluidityロール（インフラストラクチャまたはクライアント）を設定するには、次の CLIコマ
ンドを使用します。

1. Fluidityロール（インフラストラクチャまたはモバイル）の設定

Device# configure fluidity id

2. Fluidity IDモードを設定します。
Device# configure fluidity id {mode}
Mode is one of the following values
vehicle-auto - vehicle mode with automatic vehicle ID selection
vehicle ID - (alphanumeric) vehicle mode with manual ID.
infrastructure - infrastructure mode
wireless-relay - wireless infrastructure with no ethernet connection to the backhaul

3. この設定を終了するには、次の CLIコマンドを使用します。

Device (configure fluidity id {mode}) # end

Device# wr

例：

Device# configure fluidity id [vehicle-auto | infrastructure | vehicle-id |

wireless-relay]

Fluidityの色分けの設定
Fluidityの色分けは、UIWリリース 17.12.1から導入されました。Fluidityの色分けを使用する
と、沿線または外部のデバイス（Fluidityインフラストラクチャデバイス）に特定のカラーコー
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ドを指定して、ハンドオフプロセスを向上または促進できます。標準設定では、受信信号強度

表示（RSSI）に基づいてハンドオフの決定が行われます。

一般的な使用例：列車が線路の片側を一方向に移動していて（単一のトンネルを線路の両方向

に使用する地下鉄路線）、トンネルの反対側にあるアクセスポイントに接続する必要がない場

合は、反対側の線路にあるインフラストラクチャデバイスにごく稀にハンドオーバーされない

ようにするために、各側のアクセスポイントを異なる色でマーク付けします。

Fluidityの色分けロジック

次の図は、Fluidityの色分けロジックを説明しています。ペインタは、沿線または外部デバイ
ス（Fluidityインフラストラクチャデバイス）の重要なロールです。

Fluidityの色分けのプロセスは次のとおりです。

•ペインタが、カラーコードに基づいて、どの Fluidityインフラストラクチャデバイスがハ
ンドオフに適しているかを Fluidity車両デバイスに通知します。

• Fluidity車両デバイスは、ペインタを検出するまで、色の設定を無視し（RSSIレベルに基
づく）標準のハンドオフメカニズムを使用し続けます。

• Fluidity車両デバイスがペインタ設定を持つ Fluidityインフラストラクチャデバイスでの
ハンドオフを完了すると、同じカラーコードを持つ Fluidityインフラストラクチャデバイ
スまたは他のペインタを持つ Fluidityインフラストラクチャデバイスのみが考慮されるよ
うになります。

•複数の Fluidityインフラストラクチャデバイスをペインタとして機能させることができま
す。

次の表では、Fluidityの色のロールと対応するオプションについて説明します。

表 3 : Fluidityの色分けロール

オプションFluidityの色分けロール

ペインタとして設定されたFluidityインフラス
トラクチャデバイスには、1つのカラーコー
ドのみを割り当てることができます

沿線ペインタ（Fluidityインフラストラクチャ
デバイス）

ペインタ以外のFluidityインフラストラクチャ
デバイスには、複数のカラーコードを設定で

きます

沿線標準（Fluidityインフラストラクチャデバ
イス）
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オプションFluidityの色分けロール

Fluidity車両デバイスには、1つの色のみを割
り当てることができます

Fluidity車両

CLIを使用した Fluidityの色分けの設定

Fluidityカラーモードを設定するには、次の CLIコマンドを使用します。
Device# configure fluidity color mode

Disabled: disable coloring
Enabled: enable coloring

Device# configure fluidity color value
WORD quoted list of colors from 1 to 7 or "p X" for painter (for example: "1 2 6","4",
"p 1"). "clear" to reset

例（ペインタ）：

Device# configure fluidity color mode enabled
Device# configure fluidity color value "p 1"
Device# write
Device# reload

例（ペインタ以外）：

Device# configure fluidity color mode enabled
Device# configure fluidity color value "3 4 5"
Device# write
Devie# reload

例（クリア）：

Device# configure fluidity color value clear

CLIを使用した Fluidityの色分けの確認

Fluidityカラーモードを確認するには、次の showコマンドを使用します。
Device# #show fluidity config

例（ペインタ）：

Device# show fluidity config
...
Color: enabled, current: p 1
...

例（ペインタ以外）：

Device# show fluidity config
...
Color: enabled, current: 3 4 5
...

例（クリア）：

Device# show fluidity config
...
Color: enabled, current: 0
...

無線チャネルと帯域幅の設定と検証
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Fluidityの色分けの RSSIしきい値の設定

カバレッジホールがあり、現在のRSSIが設定されたRSSIしきい値よりも小さい場合、Fluidity
車両デバイスはFluidityの色分け設定を一時的に無視します。この場合、Fluidity車両デバイス
は、現在のカラーコードを持つ Fluidityインフラストラクチャデバイスからハンドオフを受信
するまで、Fluidityの色分け設定を維持し、色分け設定を無視します。Fluidity車両デバイス
は、現在の値とは異なるカラーコードを持つ Fluidityインフラストラクチャデバイスで 4回連
続してハンドオフした後に、Fluidityの色分け設定をデフォルト値（色なし）にリセットしま
す。

CLIを使用した Fluidityの色分けの RSSIしきい値の設定

Device# configure fluidity color rssi-threshold
<0-96> COLOR_RSSI_THRESHOLD

例：

Device# configure fluidity color rssi-threshold 55

CLIを使用した Fluidityの色分けの RSSIしきい値の確認

Device# show fluidity config

例：

Device# show fluidity config
...
Color: enabled, current: 0
Color min RSSI threshold: 55
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


